
 

 

 
 
 

          2015–６– 786号 
 

 
      国 際 会 長 (ＩＰ) Isaac Palathinkal (インド) 

“Talk less, Do more ” 

「言葉より行動を 」 

会 長  天野  皓司       アジア地域会長 (ＡＰ)  岡野 泰和 (大阪土佐堀)         監 事   舟田 正夫 

副会長  高杉 治興       “Start Future Now ”                            ブリテン  髙田  一彦 

書 記  伊藤 誠彦   「未来を始めよう、今すぐに 」            担当主事 青木 一弘 

会 計  古田 和彦   東日本区理事（ＲＤ）  田中 博之（東京）         

直前会長 松島 美一   「誇りと喜びをもって」 

                  “With Pride and Pleasure”     

      湘南・沖縄部部長（ＤＧ） 峯尾 舜（金沢八景） 

「一人は皆のために、皆は一人のために」 

“One for All, All for One” 

      横浜クラブ会長 (ＣＰ)   天野 皓司 

「YMCAとともに、地域社会に根差した活動を」 

“Activities rooted in the Local Community with YMCA”” 

 

 

押川 幸男 

「主よ、今こそ彼らの脅しに目を留め、あなたの僕たちが、

思い切って大胆に御言葉を語ることができますよ   

うにしてください。どうか御手を伸ばし聖なる僕イエスの

名によって、病気がいやされ、しるしと不思議な業が行わ

れるようにしてください。」祈りが終わると、一同の集ま

っていた場所が揺れ動き、皆聖霊に満たされて、大胆に神

の言葉を語り出した。 

         使徒言行録 ４章２９−３１節 

 

今月のひとこと 

「会長 ２年を終えて」 

                   天野 皓司 

今年８５周年を迎える名門横浜クラブ。

ブ。国内外の重職を担ってきた錚々たる

る方々に囲まれ、新参者の自分に何が出

出来るのだろうかと、不安に駆られなが

がらのスタートであった。会長を引き受

受けた以上、何か一つでもいい、変わっ

った事をしたいとの思いは強かった。伝統あるクラブなので、

一年を通してやる事は決まっている。そんな中で、何が変え

られるだろうか。長い会社生活で、変えようとして上手くい

かず、煮え湯を飲まされた事が幾度あった事だろう。そんな

不安を抱えてのスタートであったが、「日本語スピーチコン

テスト」に巡り合えたのは大変幸運であった。皆さんの賛同

を得て、とんとん拍子に話が進んだ。何よりも専門学校の留

学生が、真剣に取り組んでくれたのがうれしかった。２年目

の今年は、何と開港記念会館で２００名以上の聴衆を集めて、

成功裡に開催する事が出来た。当クラブのフラグシップ的な

イベントに進化してゆく事を願っている。 

横浜クラブの特色の一つは、所謂「地元」が存在しない事

だろう。構成メンバーは多地域に分散し、地域密着の活動が

難しい。そこで当クラブの「地元」はＹＭＣＡと位置づけ、

一緒になって地域活動を出来るようにしたいと考えた。お手

伝いと言うのではなく、一緒にやるとの意識を強くもつ事を

心がける。言うまでもなく、ワイズメンズクラブの最大のミ

ッションはＹＭＣＡサービスなのだから。最後は活動の基本

である会員相互の懇親を忘れてはならない。ウキウキとして

例会を待ち、イキイキとして帰る。そんな例会に出来たらと

思う。 

終わってみればアッと言う間の２年間であった。皆さんの

温かいご指導・ご支援に支えられての２年間、感謝の言葉も

ない。大過なくと言うのも憚れるが、楽しい２年間を送るこ

とが出来て今はホットしている。 

＜２０１５年５月例会実績＞ 

在籍者 出席者 出席率 B F 

１７名 

（功労

会員１

名を含

む） 

メン      ８名 

メネット   ０名 

コメット   ０名 

ビジター  １名 

ゲスト    ０名 

合計    ９名 

５６ ％ 

（メーキャップ 

名を含む） 

 

前月修正出席

率  

今月分 

切手     0 g 

現金     0円 

年度累計 

切手    2,443 g 

現金     0円 

＜今月の聖句＞ 

★ 強い義務感をもとう 義務は全ての権利に伴う ★ 



 

 

＜６月の行事予定＞ 

評 価 

日 曜 時間 行事内容 場所 

6-7 土 13:00 第１８回東日本区大会 厚木 

11 木 18:30 横浜クラブ第一例会   中央Ｙ 

20 土 10:00 第４回部評議会 中央Ｙ 

25 木 17:00 横浜クラブ第二例会 中央Ｙ 

 

＜５月一泊研修例会報告＞ 

伊藤 誠彦 

日時：５月２２（金）１５：００～  

２３日（土）１０：３０ 

場所：横浜市民ふれあいの里 上郷・森の家 

出席者：青木、天野、伊藤、今村、金子、高田、田口、松島 

ビジター：加藤利榮ワイズ（横浜とつかクラブ） 

恒例の一泊研修例会を森の家で開催した。研修会のテーマ

は「横浜ＹＭＣＡのことをもっと知るとともに信仰について

考えよう」と定め、田口総主事と松島ワイズに卓話をお願い

した。 

プログラムは１日目がＹＭＣＡ理解のための研修１とビジ

ネス、食事を挟んで懇親会、２日目が信仰について考える研

修会２。 

研修会１は高田ワイズの司会により、天野会長の挨拶で定

刻に開始。ワイズソング、ワイズ信条唱和、今村ワイズによ

る聖句。ビジターは一泊研修会にいつも参加下さり、研修会

に重みを加えて下さる加藤ワイズ。 

研修会１の卓話

は「横浜ＹＭＣＡ 

公益財団法人化で

何が変わったか」。 

冒頭いきなり、

「皆さんが会員に

なっているのは公

益財団法人横浜ＹＭＣＡではなく、任意団体である横浜キリ

スト教青年会です」。「え！！？？」。横浜キリスト青年会

はホールディングスのようなもので、その下に公益財団法人

横浜ＹＭＣＡ、学校法人横浜ＹＭＣＡ、社会福祉法人横浜Ｙ

ＭＣＡ福祉会等々の法人がある。多くのスタッフは公益財団

法人横浜ＹＭＣＡに所属し、他の法人に出向している場合も

ある。各法人にはプロパーのスタッフも・・・。少し納得。 

公益財団法人になってもＹＭＣＡの使命は変わらない。「横

浜ＹＭＣＡ維持会員ハンドブック」（筆者も維持会員になっ

てから何年も経つが初めて目にする）にある“パリ基準”な

るものの説

明があり、

ＹＭＣＡの

事業は“Ｙ

ＭＣＡの願

い”を実現

するための

ツールであ

り、事業そのものが目的では無い。即ち、ボランティア精神

とリーダシップを持った人の育成である。ワイズにも当ては

まることであり、これにはつくづく感心した。 

 事業は公益目的事業比率が５０％以上でなければならない

が、横浜Ｙの事業の９８％は公益目的と認められている。収

支相償（収入が適正費用を超えない）が原則であり、受益者

の範囲をできる限り拡大することを目的とする。子供支援基

金（ＢＡＰＹ）の存在などもまさにこの精神に合致するもの

である。 

 卓話の後の例会では、研修例会に先立って開催された第二

例会とほぼ同じ出席者であったこともあって、第二例会に引

き続き、若年層会員強化策としての金銭的負担軽減について

話し合った。 

 研修２は、金子ワイズ

の司会により当初予定を

３０分繰り上げて開始し

た。松島ワイズによる「信

仰・偶像・シャルリエブ

ド」と題する卓話。 

 きっかけは昨年のスピ

ーチコンテストでのスリランカ留学生による“仏を食べる（日

本人）”（鎌倉で仏像をかたどった菓子を観光客が食べてい

る）に衝撃を受けたというスピーチと、今年１月に発生した

イスラム過激派による風刺週刊誌「シャルリエブド」本社襲

撃事件。 

そこから偶像崇拝・文化・言論の自由という普遍的なテー

マに結びつけた内容だった。松島ワイズのことは、“松島先

生”と尊敬の念を込めて呼ぶことが多い。それは単に大学教

授をされていたことだけではなく、その幅広い教養に対する

呼称であることを多くの出席者は改めて認識した。 

 世界宗教は例外なく偶像崇拝禁止であった。ユダヤ教や初

期のキリスト教も偶像崇拝を禁止していたし、イスラム教は

今でも完全に偶像崇拝を禁止している。 

 仏教は誕生以来、数百年の間は偶像崇拝は無かったが、そ

の後、ヘレニズムの影響を受けて仏像を作製するようになっ

た。わが国には仏教は大乗仏教として仏像とともに伝来した

ので偶像禁止の経験は無い。より戒律が厳しい上座部仏教（小

乗仏教）においても後に仏像を作製している。（因みにスリ

ランカは上座部仏教の国である。） 

 偶像を作製するのは見えざる信仰対象を具象化したいとい

う一般信徒の欲求、要望がある。布教効果も大きい。逆に偶

像を禁止する理由は、真の信仰対象を歪める畏れがあること、

滅失、侮辱の対象になる危険があることである。 

 キリスト教の聖餐式における聖体拝領（非キリスト者に

は許されない）のように、どのような行為が尊崇又は侮辱

の対象になるかは文化背景に依存する。仏像のお菓子を食べ

る行為はどうか・・・ 

 シャルリエブド事件は非イスラム教徒が預言者マホメッド

の風刺画を度々掲載しイスラム教徒の反発を招いていた結果

発生したもので、偶像と侮辱の解釈の相違が背景にあり、言

論の自由の問題が絡んでいる。 

 ２日間の研修は卓話者に負うところが大きかったが、充実

した濃密な時間となった。ただ、参加者が１日目９名、２日

目７人と少なかったのが何としても残念であった。 

★ 強い義務感をもとう 義務は全ての権利に伴う ★ 

納涼会出席者 

「人材の育成が・・・」と田口総主事 
（写真提供は加藤利榮ワイズ） 

少し寂しい一泊研修参加者 

「仏を食べるのは・・・」と松島先生 



 

 

第６９回 Ｙ－Ｙ’ｓ協議会報告 

                              天野 皓司 

 第６９回Ｙ－Ｙ’ｓ協議会が６月２日（火）午後７時より

横浜中央ＹＭＣＡにて開催された。出席者はＹＭＣＡ側が田

口総主事始め各ワイズの担当主事、ワイズ側が鎌倉及び在沖

縄２クラブを除く各クラブが出席した。会は礼拝に続いて峯

尾部長及び田口総主事の挨拶があり、偶々来日していたバン

コクＹＭＣＡ総主事のスワンさん、パヤオセンターのノイさ

んが紹介された。続いて金沢八景の谷口ワイズの司会の下で

協議・報告に入った。 

協議事項としては、ＹＭＣＡからＡＩＤＳ文化フォーラム

（８月７日～９日）及びチャリティーラン（１０月１７日） 

への支援要請があり、今城次期部長からもワイズとして全面

的に協力するよう各クラブに要請があった。ワイズメンズク

ラブからは、厚木の堀田会長から東日本区大会への登録者が

４２４名になり、目標をクリアーした旨報告された。 

報告事項としては、ＹＭＣＡ会員増強キャンペーンで７１

９名の新入会者があり、目標の１５００名をクリアー出来た

事、「Ｖｉｓｉｏｎ２０２０」として、２０２０年に各施設・

事業の中期計画策定をスタートした事の報告があった。また

ＪＩＣＡ横浜国際センターの地域交流事業の運営受託する事

になり、ホームステイ等の協力要請があった。センターには

年間７００名近い研修生があり、日本文化の発信者になって

もらうよう４月より活動開始したとの事。 

続いて各ワイズメンズクラブから報告があり、定刻前の８

時１５分閉会した。 

次回は開催は、９月１日（火）１７：００より。 

「２０１５年度横浜ＹＭＣＡ会員総会報告」 

                   古田 和彦 

５月３０日（土）１７時、湘南とつかＹＭＣＡ１階ホール

において、２０１５年度の横浜ＹＭＣＡ会員総会が行われた。

総合司会は金子ワイズが担当した。開会礼拝は横浜つづきク

ラブの相賀牧師が担当、聖書、讃美歌、祈り、横浜ＹＭＣＡ

－私たちの使命－」の交読を行った。続いて会員総会となり、

議長は横浜ＹＭＣＡ常議員会議長の工藤誠一さん。登録総会

構成員数４６９名、出席総会構成員１３１名、委任状２００

名で総会は成立した。 

第１号議案 ２０１４年度事業及び会計報告の承認、第２

号議案 ２０１５年度全体事業方針・計画案及び予算案の承

認は、異議なく承認された。小休憩の後、特別プログラムと

して、横浜ＹＭＣＡが支援している福島県いわき市の小島保

育園園長伊藤美智子さんから、富士山ＹＭＣＡでのキャンプ

により子どもたちの成長と喜びの様子が報告された。引き続

き、第３号議案 常議員の選出、新任３名、改選（２期目）

４名、留任２名の選任が行われた。高田ワイズはお休みとな

った。第４号議案 会員表彰、４１名のリーダーが奉仕賞を、

「奉仕の書」には高橋信夫さんが記された。 

再び金子ワイズの司会で閉会式。写真撮影を終え、２０時

１０分閉会した。横浜クラブからの参加者は、今村、金子、

高田、古田、田口の各ワイズ。帰り、地震の発生でそれぞれ

帰宅が遅くなった。 

「わたしの近況報告」 

押川 幸男 

今年の２月に、文京区小石川から大田

区馬込の地に引っ越しました。 

ようやく落ち着いたところです。馬込

教会の牧師です。 

 最近気になっていることは、今年度４

月より子ども子育て制度が大きく変わり、

また最近出版された『ルポ 保育崩壊』（岩波新書）によっ

て指摘されているように、保育の現場の混乱と保育の質の低

下が問題視されています。 

そのような状況の中で、今年度４月から、馬込教会付属「さ

くら子どもの家」を立ち上げました。幼稚園の園長を２０年

ほど経験してきましたが、自分の納得する キリスト教保育を

実践すべく、新しい保育形態等を目指して、 日々励んでいる

ところです。 

私自身、４月から小石川の東京モンテッソーリ教育研究所

に週３日通い、様々な乳幼児施設の若い先生たちと共にモン

テッソーリ・メソッドを学んでいます。世界の幼児教育・保

育にも関心があり、ＹＭＣＡが目指す教育・保育も参考にし

たいと思っています。 

今年は、ワイズメンズクラブだけでなくＹＭＣＡ活動にも

出来る限り積極的に協力したいと思っています。今年もどう

ぞよろしくお願いいたします。 

「ピンチヒッター」 

金子 功 

横浜中央ＹＭＣＡの正面にある平和球

場（正式には横浜公園平和野球場）が、

まだ横浜ゲーリック球場と呼ばれていた

小学校６年生の頃、私は戸塚の少年野球

チームに属し鶴見の潮田小学校と準決勝

を戦ったことがある。敗戦が濃くなった

９回の裏に監督の思いやりであろう、ピンチヒッターとして

送り出された。粘りに粘ってファウルを数本打った後、三遊

間を抜けるヒットを放った。小さな出来事であったが、私の

人生にとってはその後も生きることへの自信につながってき

たような気がする。 

私には、特に秀でたところはないが、オールラウンドプレ

ヤーとしての素養、（レベルはともかく野球で言えば投手で

も捕手でも又内外野手どこでもこなせるような）があるよう

である。こんな人間は、困った時のトラブルシューターとし

ては便利のようだ。 

本年２月の末のことであった。横浜ＹＭＣＡの語学教育専

門機関のＡＣＴの館長から、突然、「横浜銀行のポスターの

モデルになって欲しい。写真撮影の日が数日後に迫っている

のに予定していたモデルがキャンセルしてきたので困ってい

る。」との事。“夢見る未来”がテーマで、リタイアーした

シニア―が未来に希望をもって英語の勉強をしている姿をポ

スターにすると言う。写真撮影はＡＣＴの教室を会場として

行われた。ほんの数分の撮影であったがその間に連続的にシ

ャッターが押され、そのうちの1枚がポスターに印刷された。

★ 強い義務感をもとう 義務は全ての権利に伴う ★ 

納涼会出席者 



 

 

４月から６月の３か月間にわたり横浜銀行の店頭に掲示され

るという。又、横浜銀行のホームページでも紹介されている

ことが判った。 

キャンセルした当初のモデルのピンチヒッターとして登場

し、ヒットが打てたかどうかは疑問の残る所であるが、フォ

アボールで塁にでた程度の評価はできるのではないかと自己

評価している。 

何れにしろ、“未来に夢みる人”としてのピンチヒッター

に選ばれたことは光栄であり、嬉しいことであった。 

第 二 例 会 報 告  

髙田 一彦 

日 時：５月２２日（金）１４：００～１５：００ 

場 所：上郷・森の家 

出席者：青木、天野、伊藤、金子、髙田、松島 

協議・確認事項 

１． 行事予定の確認 

２． 新年度クラブ役員の確認 

３． 新入会員と入会式 

・大江浩さん（ＹＭＣＡ同盟） 

・斎藤宙也さん（熊本スピリットクラブより転入） 

７月９日例会にて入会式を行う予定 

４． 東日本区役員会報告 

５． ネパール地震緊急支援募金 

６月例会のロバ献金を奉げる 

６． 総会準備について 

資料作成の役割分担を確認 

横浜クラブ会費・献金等に関する施行細則の確認 

７． 大高治氏中央Ｙ訪問（青木ワイズ） 

２０１０年横浜国際大会で横浜市のボランティアとして、

交通関係をサポート頂いた方で、「ＹＭＣＡの前を通り

掛ったので寄ってみた。高田さんを知っている。」との

ことで、ワイズのパンフレットを手にされたので、例会

へのお誘いをしました。 

８． ８月納涼会： ８月２０日（木） 於：「驛の食卓」 

 

 

 

 

担当主事 青木 一弘 

■ネパール緊急支援報告 

現在、横浜ＹＭＣＡが実施している「ネパール大地震緊急

支援」に関しての報告となりますが、５月２４日現在の募金

合計額は６７０,８９０円となっております。ネパールＹＭＣ

Ａでは、カトマンズ近郊の村で物資支援などを行っており、

６月上旬には世界同盟からスタッフが２名現地へ入り、支援

活動のコーディネートなどをスタートする予定です。過日、

発生した余震でも大きな被害があり、ネパールＹＭＣＡのチ

ャイルドケアセンターの水供給タンクに被害をもたらしたよ

うですが、建物本体への被害はなかったようです。支援募金

の終了は６月３０日までとなりますが、引き続き祈りを合わ

せ、ご協力のほどよろしくお願い致します。 

■外国につながる学生のための奨学金制度 

横浜YMCAでは、外国につながる若者が自身の背景や経験

を活かし、保育士として地域社会で活躍することを目指し、

神奈川福祉事業協会の助成を受け、公益財団法人かながわ国

際交流財団と協働で「神遊協・神福協奨学金」を設立いたし

ました。将来、保育士となることを目指しながら、経済的理

由から進学をあきらめていた外国につながる若者が、資格を

取得し、目標を達成できるように資金面（学費）の援助を行

っていく予定です。詳しくは、YMCA健康福祉専門学校／横

浜YMCAスポーツ専門学校まで 

■２０１５年度 リーダーズデーのご案内 

横浜YMCAでは、年に１度富士山YMCAグローバル・エコ・

ヴィレッジにてリーダーズデーを開催しています。横浜

YMCAでリーダー活動をされている方、リーダーＯＢ・ＯＧ

の方、スタッフＯＢ・ＯＧが一同に集います。それぞれの活

動領域を超えて交流を持ちます。久しぶりの再会や新しい仲

間との出会いがあります。ご家族での参加や１日だけの参加

も可能です。 詳細は6月頃よりご案内させていただきます。 

日程 10月24日（土）～25日（日） 

内容 富士山YMCAのアクティビティや交流会（バーベキ

ュー・焚き火など） 

７月 の 行 事  

日 曜 時間 行 事 内 容 場所 

9 木 18:30 横浜クラブ第一例会 中央Ｙ 

23 木 17:00 横浜クラブ第２例会  同上 

当ブリテン及び横浜ワイズメンズクラブに関するお問い 

合わせは横浜ＹＭＣＡ青木一弘にご連絡下さい。 

メール aoki_kazuhiro@yokohamaymca.org 

電話  045-641-5785 

６月例会プログラム 

日時： ６月１１日 (木) １８：３０～２０：３０ 

場所： 横浜中央ＹＭＣＡ ５０１号室 

   司会：押川ワイズ 

 １．開会点鐘および挨拶  ・・・・・ 天野 会長 

 ２．ワイズソング・ワイズの信条  ・・・  全員 

 ３．今月の聖句  ・・・・・・・・・ 押川ワイズ 

  ４．ゲスト・ビジター紹介  ・・・・ 天野 会長 

 ５．食前感謝   ・・・・・・・・・ 押川ワイズ 

 ６．食事 

 ７．卓話 「市民活動サポートセンターとＹＭＣＡ」  

      高橋 亮氏 （横須賀Ｙスタッフ） 

 ８．ビジネス・報告  ・・・・    天野会長 

９. Happy Birthday ： 

   成瀬澪史（１８）、松島美一（１８）   

１０．閉会点鐘  ・・・・・・・・  天野会長 

            例会報告：神村ワイズ 

ＹＭＣＡ

だ よ り

ＹＭＣＡ

だ よ り

★ 強い義務感をもとう 義務は全ての権利に伴う ★ 

納涼会出席者 

mailto:aoki_kazuhiro@yokohamaymca.org

